
＜一般社団法人北海道介護福祉士会 様＞

●上映会を開催するに至った経緯を教
えて下さい。

「自分らしさをいつまでも～その人らしさ
を大切にする支援とは～」と題し、 「介
護の日」をきっかけに、一般市民対象と
して、要介護者と介護福祉士との関わり
を描いた映画の上映会を企画しました。

映画を通して福祉・介護に対する理解を
深めてもらい介護の普及啓発を図る。
また、介護の仕事内容や魅力・やりがい
などを伝え地域包括ケアシステムを実
際に示すことで地域全体の介護・福祉
への理解を深め新しいケアの在り方を
考えるとともに福祉介護の参入促進を
図ることを目的に開催しました。

●実行委員会は、どのようなメンバー
でしょうか？

北海道介護福祉士会、会長・副会長を
含め総務委員会・理事・会員による実
行委員です。

●資金はどのように捻出しましたか？

北海道介護キャリアパス助成支援金を
利用し、上映代・講演会会場・講師謝金
などに使用しました。

一般の方に、より介護に興味を持っていただき、身近に感じていただきました。

上映日：2022/11/11（金） 場所：北海道立道民活動センタービルかでる2・7 1050会議室（北海道札幌市中央区）

●地域へどのように告知をしました
か？

地元の新聞紙、介護新聞、ホームペー
ジ、フライヤー送付、LINE

●鑑賞後の感想や反応など、周りに何
か変化はありましたか？

一般の方にもご参加いただき、要介護
高齢者との関わりなどを描いた映画
だったので、より介護に興味を持ってい
ただき私たちが普段どのような仕事をし
ているのか、理解しやすく身近に感じて
いただきました。

また、地域とその方が大切にしている
暮らしが沢山あって笑顔が絶えない仕
事をしている介護福祉士の姿を分かっ
ていただけたと思っております。

●地域で新しいつながりができた・今後
の活動に繋がった等のエピソードはあ
りますか？

「介護の日」啓発活動を通じて沢山の
方に介護に興味を持っていただけるこ
とを今後も続けていければと思っており
ます。

●上映会を開催してみていかがでし
たか？

初めての試みだったため音声や機材
の調達や配置などで苦労はしました
が、今後につながる活動になったので
はと思っております。

●今後、上映会を開催される主催者
の皆さんに向けて、メッセージをお願
いします。

介護の概念を変える、（講演で参加さ
れた）加藤先生のおたがいさまの考え
が沢山の方に広がっていくことで、一
人一人の生活に寄り添っていける介
護があたりまえになるように今後も発
信してほしいと思っております。
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一般社団法人北海道介護福祉士会
北海道介護の魅力アップ推進事業
令和4年度「介護の日」特別上映会


